
 

 

令和６年度第１回みえスタディ・チェックの結果（小学校国語） 

１ 第４学年 

（１） 平均正答率、平均無解答率及び内容別平均正答率 
平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

内容別平均正答率 

知識及び技能 話す・聞く 書くこと 読むこと 

57.5% 

(5.8 問/10 問) 
5.41％ 61.9％ 48.6％ 27.8％ 52.9％ 

 
（２） 各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（３）各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは、正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 

 

内容 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善 
状況 

1 

一 漢字を書く（きかん） 
知識

技能 
短答 59.1％ ― ― 

二 漢字を書く（ちきゅう） 
知識

技能 
短答 70.5％ 74.8％ -4.3 

三 漢字を書く（ついて） 
知識

技能 
短答 48.1％ ― ― 

２ 

一 
文の主語を選択する 

（鳥がえさを巣に運んだ。） 

知識

技能 
選択 69.7％ 69.9％ -0.2 

二 
文の主語を選択する 

（わたしのかばんはとても重い。） 

知識

技能 
選択 62.2％ 55.4％ +6.8 

３  「そこ」が指し示す内容を選択する 
知識

技能 
選択 62.1％ 65.1％ -3.0 

４ 

一 理由が書かれている段落を全て選択する 読む 選択 35.1％ 35.6％ -0.5 

二 文章に書かれている順に内容を並べ替える 読む 短答 70.6％ 72.1％ -1.5 

５ 

一 
【話し合いの一部】で、三人に共通する発言の仕方の工夫

として適切なものを選択する 

話す 

聞く 
選択 69.4％ 71.1％ -1.7 

二 
【話し合いの一部】で出た、折り紙の良いところを全て取

り上げ、話し合いで出た意見をまとめる 

話す 

聞く 

書く 

記述 27.8％ 23.4％ +4.4 

【改善が図られた問題】 

・文の主語を選択する（わたしのかばんはとても重い。）（２二） 

 

【課題が見られる問題】 

・理由が書かれている段落を全て選択する（４一） 

・【話し合いの一部】で出た、折り紙の良いところを全て取り上げ、話し合い

で出た意見をまとめる（５二） 



 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント等 

① 課題が見られる問題 

 ５二 の設問 （正答率：27.8%）                      

 
② 課題の改善に向けた指導のポイント 

話し合いの内容を正確にとらえて、まとめることができるように指導する 

【小学校第３学年及び第４学年】 Ａ 話すこと・聞くこと 

 エ 必要なことを記録したり質問したりしながら聞き、話し手が伝えたい

ことや自分が聞きたいことの中心を捉え、自分の考えをもつこと 

【小学校第３学年及び第４学年】 Ｂ 書くこと 

 ウ 自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表

し方を工夫すること。 

  

「話の中心を捉えること」には、話し手が伝えたいことの中心を捉えること

と、自分が聞きたいことの中心を明確にして聞くこととの二つの側面がありま

す。話の中心を捉えるためには、話題について興味や関心をもち、聞く目的を

明確にしながら集中して聞くとともに、必要な事柄を記録しながら話を聞いた

り、聞いた事柄を基に分からない点や確かめたい点などを質問したりすること

が大切です。 

実際の授業場面においても、質問するだけに終始せず、質問して分かったこ

とを踏まえて形成した自分の考えを表現できるように指導することが効果的

です。そのために、聞いたことについて、第１学年及び第２学年においては感

想をもつこと、第３学年及び第４学年においては自分の考えをもつこと、第５

学年及び第６学年においては、話し手の考えと比較しながら自分の考えをまと

めることを系統的に指導していくことが大切です。  



 

 

③ 課題に対応したワークシート 

 
 

＊学校の先生は、上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生のペ

ージ」、「授業改善サイクル支援ネット」内の「ワークシート」、「小学校、国語、話すこと・聞く

こと」から、ダウンロードできます。 

＊児童の１人１台端末では、「CBT システム」にログインし、「ワークシート」内の「小学校→４年

生→国語→話すこと・聞くこと」から、ダウンロードできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

④ 課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイデア例より） 



 

 

  



 

 

 
 

 



 

 

 
国立教育政策研究所ホームページ 

「令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html


 

 

２ 第５学年 

（１） 平均正答率、平均無解答率及び内容別平均正答率 
平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

内容別平均正答率 

知識及び技能 話す・聞く 書くこと 読むこと 

48.6% 

(7.8 問/16 問) 
9.35％ 55.2％ 42.2％ 33.6％ 34.1％ 

 
（２）各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは、正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 

 

内容 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善 
状況 

1 

一 
「まったく」を漢字で書いたときの送り仮名が正しい

ものを選択する 

知識

技能 
選択 71.7% 70.1％ +1.6 

二 「関心」を漢字で書く 
知識

技能 
短答 29.8% 33.6％ -3.8 

三 「機会」を漢字で書く 
知識

技能 
短答 47.3% 49.1％ -1.8 

四 
示された文の文末のみが常体で書かれてあることに

気づき、その文を適切に敬体に書き直す 

知識

技能 
短答 82.0% 83.4％ -1.4 

五 
手紙の後付けに必要な日付、署名、宛て名のそれぞれ

の位置について、適切なものを選択する 
書く 選択 40.6% 39.7％ +0.9 

２  接続語を使って一文を二文に分けて書く 
知識

技能 
短答 38.1% 37.2％ +0.9 

３  
「あさって」をローマ字で書いたものとして適切なも

のを選択する 

知識

技能 
選択 72.3% 71.7％ +0.6 

４  
「おいしそうな」がくわしくしている言葉として適切

なものを選択する 

知識

技能 
選択 68.5% 67.9％ +0.6 

５ 

一 示された述語に対応する主語を選択する 
知識

技能 
選択 43.4% 38.0％ +5.4 

二 主語と述語のつながりが合っていない文を選択する 
知識

技能 
選択 43.3% 52.2％ -8.9 

６ 

一 
調べたことを報告する文章にまとめるときの工夫と

して適切なものを選ぶ 
書く 選択 65.6% 69.6％ -4.0 

二 

地域の人たちと交流会でしたい昔の遊びを一つ選び、

その理由を複数の資料の内容から取り上げて記述す

る（60 字～100 字） 

書く 記述 22.9% 22.1％ +0.8 

７ 一 
話し合いを基に作成した報告で示す資料として、適切

なものを選択する 

話す 

聞く 
選択 69.8% 72.2％ -2.4 



 

 

二 

【報告内容】の空欄に当てはまるよう【アンケート結

果】の質問２から分かることを数字を入れて記述する

（50 字～60 字） 

話す 

聞く 

書く 

記述 14.6% 16.7％ -2.1 

8 

一 
〈絵３〉の場面が始まるまとまりとして適切なものを

選択する 
読む 選択 43.9% 51.6％ -7.7 

二 声に出して読むときの工夫とその理由を書く 
書く 

読む 
記述 24.3% 29.0％ -4.7 

 

【改善が図られた問題】 

・示された述語に対応する主語を選択する（５一） 

 

【課題が見られる問題】 

・地域の人たちと交流会でしたい昔の遊びを一つ選び、その理由を複数の資料

の内容から取り上げて記述する（60 字～100 字）（６二） 

・【報告内容】の空欄に当てはまるよう【アンケート結果】の質問２から分か

ることを数字を入れて記述する（50 字～60 字）（７二） 

・声に出して読むときの工夫とその理由を書く（８二） 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント等 

① 課題が見られる問題 

 ７二 の設問 （正答率：14.6%）                             

   

 
 

 

 

 

 

 



 

 

② 課題の改善に向けた指導のポイント 

話の中心が明確になるように構成を考えることができるよう指導する 

【第３学年及び第４学年】 Ａ 話すこと・聞くこと（話すこと） 

イ 相手に伝わるように、理由や事例などを挙げながら、話の中心が明確

になるよう話の構成を考えること。 

【第３学年及び第４学年】 Ｂ 書くこと 

ウ 自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表

し方を工夫すること。 

 

話の中心が明確になるように理由や事例を挙げ、筋道を立てた構成にするこ

とが重要です。指導に当たっては、冒頭で話の中心を述べ、そのことに合わせ

た理由や事例などを挙げたり、最初に提示した内容と結論とがずれないように

したりすることが大切です。 

また、自分の考えとそれを支える理由や事例といった関係性が明確になるよ

うに記述することも重要です。指導に当たっては、理由を記述する際には、「な

ぜなら〜」、「その理由は〜」、「〜ためである」など、理由を示すことを明確に

する表現を用いること、事例を記述する際には、「例えば〜」、「事例を挙げると

〜」、「〜などがそれに当たる」などの表現を用いることができるようにするこ

とが大切です。 

第５学年及び第６学年においては、「話の中心を明確に」することに加え、目

的や意図に応じて簡単に書く部分と詳しく書く部分を決めたり、事実と感想、

意見とを区別して書いたりすることができるよう指導する必要があります。 

 

③ 課題に対応したワークシート 

 



 

 

 
 

＊学校の先生は、「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生のページ」、「学-Viva!!セッ

ト(小学校)」内の「国語 第 23弾」から、ダウンロードできます。 

＊児童の 1人 1台端末では、「CBT システム」にログインし、「ワークシート」内の「小学校→５年

生→国語→話すこと・聞くこと」から、ダウンロードできます。 

 

 

  



 

 

④ 課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイディア例より） 

 
 

 

 

 



 

 

 
 

国立教育政策研究所ホームページ 

「令和３年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html


令和６年度第１回みえスタディ・チェックの結果（小学校算数） 

１ 第４学年 

（１）平均正答率、平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と計算 図形 測定 データの活用 

58.5% 
(6.4 問/11 問) 

2.35% 63.9% 53.3% 56.4% 48.9% 

 

（２）各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
（３）各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは、正答率が過去より5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 

 

領域 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善 
状況 

1  705－８の計算をする 数と計算 短答 83.0% 91.7% -8.7 

２  32×26 の計算をする 数と計算 短答 69.3% 69.5% -0.2 

３  ６は２の何倍かを求める 数と計算 短答 78.6% 78.7% -0.1 

４  12÷３の式で求められる問題をすべて選択する 数と計算 選択 31.9% 35.9% -4.0 

５ 

① １ｍを３等分した１つ分の長さを分数で表す 数と計算 短答 77.8% 72.6% +5.2 

② ２ｍを８等分した３つ分の長さを分数で表す 数と計算 短答 42.6% 37.6% +5.0 

６  
午前 11 時 40 分から午後１時 20 分までの時間を

選択する 
測定 選択 56.4% 54.4% +2.0 

７  二等辺三角形を描くための頂点を２つ選択する 図形 選択 39.2% 28.9% +10.3 

８  縦３cm、横５cm の長方形のまわりの長さを求める 図形 短答 67.3% － － 

９ 

（１） 
棒グラフから、からあげが好きな人とシチューが

好きな人とでは、どちらが何人多いかを求める 

データの 

活用 
短答 59.6% 60.7% -1.1 

（２） 

２つの棒グラフの１目盛りの数の違いに着目し、

示された事柄の正誤について選択し、その理由を

説明する 

データの 

活用 
記述 38.2% 39.4% -1.2 

 

  

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

1 2 3 4 5① 5② 6 7 8 9(1) 9(2)



【改善が図られた問題】 

・１ｍを３等分した１つ分の長さを分数で表す（５①） 

・二等辺三角形を描くための頂点を２つ選択する（７） 

 

【課題が見られる問題】 

・12÷３の式で求められる問題をすべて選択する（４） 

・２つの棒グラフの１目盛りの数の違いに着目し、示された事柄の正誤について

選択し、その理由を説明する（９（２）） 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント等 

①課題が見られる問題 

 ４ の設問 （正答率：31.9%）                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



②課題の改善に向けた指導のポイント 

数量の関係を的確に捉え、立式することができるように指導する 

【第３学年】 Ａ 数と計算 

（４）除法に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア）除法の意味について理解し、それが用いられる場合について知るこ

と。また、余りについて知ること。 

（イ）除法が用いられる場面を式に表したり、式を読み取ったりすること。 

 

 加法、減法及び乗法と同様に、数量の関係を式に表すことを重視することが

大切です。 

 式に表す指導に際しては、「12 個のあめを３人に同じ数ずつ分ける」というよ

うな言葉（文章）による表現、○やテープなどの図を用いた表現、具体物を用

いた操作などと関連付けながら、式の意味の理解を深めるとともに、記号÷を用

いた式の簡潔さや明瞭さを味わうことができるようにすることが大切です。 

また、言葉や図などと関連付けながら、「乗法における乗数や被乗数が、除法

における除数に相当する」など、除法の式の意味を乗法の式の意味との関係か

ら捉えていくことができるようにすることも大切です。 

  



③課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は、「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生のページ」、「学－Viva!セッ

ト（小学校）」内の「算数 第 14 弾」から、ダウンロードできます。 

＊児童の 1人 1台端末では、「CBT システム」にログインし、「ワークシート」内の「小学校→３年

生→算数→□を使った式」から、ダウンロードできます。 

  



２ 第５学年 

（１）平均正答率、平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と計算 図形 測定 データの活用 

56.0% 
(9.0 問/16 問) 

2.44% 59.5% 51.8% 59.1% 51.5% 

 
（２）各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは、正答率が過去より5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 領域 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善 
状況 

１  415×26 の計算をする 数と計算 短答 78.5% 80.3% -1.8 

２  6.79－0.5 の計算をする 数と計算 短答 82.9% － － 

３  
85764 を四捨五入して、百の位までの概数で表し

たものを選択する 
数と計算 選択 59.1% 73.8% -14.7 

４  
30 人が１つの長椅子に４人ずつ座るときに必要

な長椅子の数を求める式と答えを選択する 
数と計算 選択 66.3% 67.0% -0.7 

５  1.5÷３の式で求められる問題を全て選択する 数と計算 選択 31.7% 38.3% -6.6 

６  
色をぬった部分の長さが3/4ｍのテープを選択す

る 
数と計算 選択 45.7% 43.1% +2.6 

７  20 は８の何倍かを求める 数と計算 短答 52.4% 50.5% +1.9 

８  
午前 10 時 45 分から午後１時 30 分までの時間を

求める 
測定 短答 51.1% 50.1% +1.0 

９  重さがおよそ１㎏のものを選択する 測定 選択 67.0% 61.1% +5.9 

10 

（１） 角○いの大きさが何度であるかを選択する 図形 選択 85.2% 84.9% +0.3 

（２） 
分度器の目盛りを読み、180°よりも大きい角の

大きさを求める 
図形 短答 53.0% 54.9% -1.9 

11 

（１） 

示された図形の面積を求めるために、長方形 ABHF

を長方形 EHCD の上に動かしてできた長方形 AHCF

のたての長さを表す式を書く 

図形 短答 36.6% 38.4% -1.8 

（２） 

24－６が、示された形の面積をどのように求めて

いるのかを、「24」と「６」がどのような図形の

面積を表しているのかがわかるように、言葉と

数、記号を使って説明する 

図形 記述 32.3% 29.9% +2.4 
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問題番号 問題概要 領域 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善 
状況 

12 

（１） 
本の貸出冊数について、３つの棒グラフから分か

ることとして正しいものをすべて選択する 

データの

活用 
選択 38.1% 38.0% +0.1 

（２） 
二次元表の「24」がどのような数を表しているか

がわかるように、表の中の言葉を使って説明する 

データの

活用 
記述 52.9% 51.1% +1.8 

（３） 
二次元表の   の部分の数を使って描いた棒

グラフを選択する 

データの

活用 
選択 63.5% 65.8% -2.3 

 

【改善が図られた問題】 

・重さがおよそ１㎏のものを選択する(９)  

 

【課題が見られる問題】 

・85764 を四捨五入して、百の位までの概数で表したものを選択する（３） 

・1.5÷３の式で求められる問題を全て選択する（５） 

・示された図形の面積を求めるために、長方形 ABHF を長方形 EHCD の上に動かし

てできた長方形 AHCF のたての長さを表す式を書く（11（１）） 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント等 

①課題が見られる問題 

 ５ の設問 （正答率：31.7 %）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



②課題の改善に向けた指導のポイント 

数量の関係を的確に捉え、立式することができるように指導する 

【第３学年】 Ａ 数と計算 

（４）除法に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア）除法の意味について理解し、それが用いられる場合について知るこ

と。また、余りについて知ること。 

（イ）除法が用いられる場面を式に表したり、式を読み取ったりするこ

と。 

【第４学年】 Ａ 数と計算 

（４）小数とその計算に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（エ）乗数や除数が整数である場合の小数の乗法及び除法の計算ができる

こと。 

 

加法・減法及び乗法と同様に、数量の関係を式に表すことを重視することが

大切です。指導に当たっては、問題場面をテープなどの図や数直線などに表し、

数量の関係を的確に捉え、立式する活動や、乗法や除法の問題場面を複数提示

することで、問題場面を的確に捉えて立式する活動が考えられます。 

例えば、以下の設問を用いて、乗法の問題場面と除法の問題場面をそれぞれ

表した、テープの図と数直線を合わせた図を比較する活動が考えられます。そ

の上で、□の場所が異なることを確認し、割合に当たる大きさを求める場合に

は乗法が用いられ、１に当たる大きさを求める場合には除法が用いられること

を理解できるようにすることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は、「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生のページ」、「学－Viva!セッ

ト（小学校）」内の「算数 第 24 弾」から、ダウンロードできます。 

＊児童の 1人 1台端末では、「CBT システム」にログインし、「ワークシート」内の「小学校→５年

生→算数→学－Viva!セット第 24 弾→どんな計算になるのかな」から、ダウンロードできます。 

  



④課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイディア例より） 

 
 

国立教育政策研究所ホームページ 

「平成30年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html


令和６年度第１回みえスタディ・チェックの結果（小学校理科） 

１ 第５学年 

（１）平均正答率、平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

「エネルギ

ー」を柱と

する領域 

「粒子」を

柱とする 

領域 

「生命」を

柱とする 

領域 

「地球」を

柱とする 

領域 

51.8% 
(11.4問/22問) 

3.31% 50.4% 59.8% 59.1% 46.6% 

 
（２）各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（３）各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは、改善状況が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 領域 
問題 
形式 

正答率 
過去 
同一問題
正答率 

改善 
状況 

１ 

（１） サクラが開花する地域をデータを基に選択する 生命 選択 48.3% 48.5% -0.2 

（２） 気温の正しい測り方を選択する 地球 選択 34.5% 31.6% +2.9 

２  方位磁針の適切な操作方法を選択する 地球 選択 36.4% 36.3% +0.1 

３ 

（１） 台ばかりの目盛りを読む エネルギー 短答 64.0% 72.2% -8.2 

（２） 
ランドセルを背負って体重計に乗ったときと同じ重

さになる体重計の乗り方を選択する 
エネルギー 選択 67.5% 74.6% -7.1 

４ 

（１） 
見いだされた問題を基に、観察の記録が誰のもので

あるかを選択する 
生命 選択 80.1% 80.2% -0.1 

（２） 
自分の観察の記録と新たに追加された他者の観察の

記録を基に、問題に対するまとめを見直して書く 
生命 記述 45.8% 48.2% -2.4 

（３） 

昆虫の体のつくりの特徴を基に、ナナホシテントウ

が昆虫であるかどうかを説明するための視点を選択

する 

生命 選択 66.4% 62.4% +4.0 

（４） 

資料を基に、カブトムシは育ち方と主な食べ物の特

徴から二次元の表のどこに当てはまるのかを選択す

る 

生命 選択 66.5% 66.0% +0.5 

（５） 

育ち方と主な食べ物の二次元の表から気付いたこと

を基に、昆虫の食べ物に関する問題を見いだして選

択する 

生命 選択 47.8% 47.8% 0 
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５ 

（１） 
冬の天気と気温の変化を基に、問題に対するまとめ

を選択する 
地球 選択 69.3% 69.6% -0.3 

（２） 
夜の気温の変化について、他者の予想を基に、記録

の結果を表したグラフを見通して選択する 
地球 選択 50.4% 49.7% +0.7 

（３） 
結果からいえることは、提示された結果のどこを分

析したものなのかを選択する 
地球 選択 29.3% 33.2% -3.9 

（４） 
鉄棒に付着していた水滴と氷の粒は、何が変化した

ものかを書く 

粒子 

地球 
短答 59.8% 55.6% +4.2 

６ 

（１） 
実験結果を基に、水のあたたまり方について考えた

文の空欄に入る適切な言葉を書く 
エネルギー 短答 71.8% 79.2% -7.4 

（２） 
空気のあたたまり方の予想を基に、温度計が示す温

度が高くなる順番を書く 
エネルギー 短答 34.8% 51.9% -17.1 

（３） 
空気のあたたまり方について、実験結果から考え直

した内容を選ぶ 
エネルギー 選択 66.9% 78.3% -11.4 

（４） 

空気のあたたまり方の実験結果を基に、部屋全体を

早くあたためるためには、エアコンの風の出る向き

を下にすればよい理由を書く 

エネルギー 記述 33.8% 40.7% -6.9 

７ 

（１） 
乾電池１個のときと比べて、モーターが速く回る乾

電池のつなぎ方を選択する 
エネルギー 選択 36.9% 33.8% +3.1 

（２） 
示された乾電池とモーターのつなぎ方のうち、モー

ターが回らないつなぎ方を選択する 
エネルギー 選択 27.0% 27.1% -0.1 

（３） 
乾電池の向きを変えたときのモーターが回る速さを

選択する 
エネルギー 選択 41.1% 40.9% +0.2 

（４） 検流計の正しいつなぎ方を選択する エネルギー 選択 60.2% 63.2% -3.0 

 

【改善が図られた問題】 

・昆虫の体のつくりの特徴を基に、ナナホシテントウが昆虫であるかどうかを説

明するための視点を選択する（４（３）） 

 

【課題が見られる問題】 

・空気のあたたまり方の予想を基に、温度計が示す温度が高くなる順番を書く 

（６（２）） 

・空気のあたたまり方について、実験結果から考え直した内容を選ぶ（６（３）） 

・空気のあたたまり方の実験結果を基に、部屋全体を早くあたためるためには、

エアコンの風の出る向きを下にすればよい理由を書く（６（４）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント等 

① 課題が見られる問題 

 ６（２） の設問 （正答率：34.8 %）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 課題の改善に向けた指導のポイント 

    実験結果を見通しながら実験を計画できるように指導する 

【第４学年】 Ａ 物質・エネルギー 

(２) 金属、水、空気と温度  

金属、水及び空気の性質について、体積や状態の変化、熱の伝わり方 

に着目して、それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して、 

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

 ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付 

けること。 

（イ） 金属は熱せられた部分から順に温まるが、水や空気は熱せられた

部分が移動して全体が温まること。  

問題点を把握し、解決の方向性を構想するためには、予想が一致した場合に

得られる結果を見通して実験を計画することが大切です。 

指導に当たっては、例えば、空気の温まり方を予想し、本設問のように３本

の温度計を用いた実験方法を考える学習活動が考えられます。その際、どのよ

うな順番で温度計の温度が高くなるか実験を開始する前に結果の見通しをもち、

その内容を発表したり説明したりするなどの学習活動が大切です。それによ

り、自分の考えと異なる他者の予想に対しても、結果の見通しをもつこととな

ります。予想が異なるにもかかわらず結果の見通しが同じになるのであれば、

予想を確かめることができないことに気付き、実験前に実験方法を修正できる

ようにすることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 課題に対応したワークシート 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は、「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生のページ」、「学-Viva!!ドリ

ル」内の「理科」から、ダウンロードできます。 



④ 課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイディア例より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

国立教育政策研究所ホームページ 

「平成27年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html

